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平
成
19
年
度
の
一
般
会
計

決
算
は
、
平
成
20
年
11
月
に

開
か
れ
た
「
決
算
特
別
委
員

会
」
で
は
認
定
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
が
、

元
職
員
が

横
領
し
た

生
命
保
険

の
事
務
取

扱
手
数
料

等
が
計
上

さ
れ
て
い

な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、

本
会
議
で

採
決
の
結

果
、
認
定

否
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、

他
の
歳
入
、

歳
出
に
つ

い
て
は
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
は
提
出
さ
れ
た

決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
決
算
は
、
歳

入
で
は
、
町
税
の
伸
び
悩
み

や
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に

よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
一

般
財
源
化
、
地
方
交
付
税
の

減
額
に
よ
り
全
体
で
昨
年
度

よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
財
源
不
足
を
補
う

た
め
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

の
取
り
崩
し
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
な

配
分
と
経
費
支
出
の
効
率
化

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

特
に
、
民
生
費
や
衛
生
費

と
い
っ
た
、
直
接
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
関
係
す
る
予

算
に
つ
い
て
は
、
歳
出
全
体

の
約
43
・
７
％
を
充
て
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
町
を
つ

る
た
め
の
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
決
算
認
定

　
　
一
般
会
計　

61
億
８
７
８
３
万
円

決算３議案を認定否決
９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
た
各
会
計
の
決
算
を
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
、
か
ん
が

い
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会
計
お
よ
び
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水
利
施
設
維
持
管
理
運
営
費

特
別
会
計
は
、
可
否
同
数
で
あ
っ
た
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り
認
定
否
決
、
国
保
会
計
お
よ
び
住
宅

新
築
資
金
等
特
別
会
計
は
、賛
成
10
・
反
対
２
で
、そ
の
他
の
会
計
は
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

反 

対 

討 

論

　

職
員
に
よ
る
公
金
横
領

は
、
一
般
会
計
に
も
か
か

わ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

生
命
保
険
の
事
務
取
扱
手

数
料
が
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

本
来
、
収
入
と
さ
れ
る
は

ず
の
金
額
が
入
っ
て
い
な

い
平
成
19
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
は
承
認
さ

れ
が
た
く
、
認
定
に
反
対

し
ま
す
。　
（
香
原　

暹
）

平
成
19
年
度
で
工
事
が
終
了
し
た

境
川（木

月
付
近　

左
が
鞍
手
町
）

※
決
算
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

政
治
的
、
道
義
的
責
任
が
問
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
予
算
執

行
の
効
力
に
は
影
響
し
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。　

平成２０年１２月議会

  

12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
の
15
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
や
国
民
健
康
保
険
条
例

の
改
正
、
９
月
議
会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し
た
各
会

計
の
決
算
認
定
な
ど
27
議
案
を
審
議
し
、
24
議
案
を
可
決
・

認
定
、
３
議
案
を
認
定
否
決
と
し
ま
し
た
。
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出
納
閉
鎖
時
点
で
は
、
か

ん
が
い
施
設
基
金
か
ら

１
億
７
千
９
０
万
円
が
横
領

さ
れ
た
と
し
て
決
算
を
調
製

し
ま
し
た
が
、
う
ち
４
千
万

円
は
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

水
利
施
設
基
金
か
ら
横
領
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
後

の
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
で
は
、
出
納

閉
鎖
後
は
一
切
の
現
金
の
移

動
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
平
成
20
年

度
で
是
正
し
ま
す
、
と
執
行

部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
算
調
製
後
、
横
領
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
る
中
で
、

全
額
を
か
ん
が
い
施
設
基
金

か
ら
横
領
し
た
の
で
は
な
く
、

４
千
万
円
は
谷
山
池
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
水
利
施
設
基
金
か
ら

横
領
し
た
も
の
と
判
明
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
出
納
閉
鎖
後
の

現
金
の
移
動
は
で
き
な
い
た

め
、
か
ん
が
い
施
設
基
金
と

併
せ
て
平
成
20
年
度
で
是
正

し
ま
す
、
と
執
行
部
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　

一
般
会
計
、
か
ん
が
い
施

設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会

計
及
び
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
水
利
施
設
維
持
管
理
運
営

費
特
別
会
計
の
決
算
は
認
定

否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
認
定
し
ま
し

た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

会
計

（
賛
成
10
・
反
対
２
で
認
定
）

●
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会 

　

計（
賛
成
10
・
反
対
２
で
認
定
）

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

　

業
特
別
会
計

●
水
道
事
業
会
計

●
病
院
事
業
会
計

●
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

　

会
計

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

会　　　計　　　名 歳入（財源） 歳出（使いみち） 歳出の前年度
との比較（％）

一　　　般　　　会　　　計 62億 7,216 万円 61億 8,783 万円 ４０．９

特　

 

別　

 
会　

 

計

国民健康保険事業 20億 6,917 万円 21億 7,309 万円 １１２．８
老人保健 22億 5,085 万円 22億 5,231 万円 １０２．４
かんがい施設維持管理運営費 3,165 万円 3,165 万円 １３８．３
住宅新築資金等 233万円 203 万円 ６３．２
流域関連公共下水道事業 8億 3,306 万円 8億 3,210 万円 １０５．６
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 1,500 万円 1,499 万円 ２０５．６

水　 道 　事 　業　 会 　計
収益的収支 3億 7,035 万円 3億 4,334 万円 １０５．８
資本的収支 1億 7,490 万円 1億 1,641 万円 ８８．５

病 　院 　事 　業　 会　 計
収益的収支 25億 1,518 万円 25億 4,891 万円 ９１．６
資本的収支 3億   163 万円 4 億 5,296 万円 １８５．９

介護老人保健施設事業会計
収益的収支 3億   678 万円 3億   460 万円 １１０．１
資本的収支 932万円 2,037 万円 ５９．９

【会計別決算状況】

新
し
い
人
事

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員　

添
田

正
博
氏（
古
門
）の
任
期
が
、

平
成
21
年
３
月
31
日
で
満

了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後

任
と
し
て
熊
井
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

熊く
ま
い井　

眞ま

り

こ
理
子
氏

　
　
　
　
　
（
59
歳
）

　
　
　

古
門
７
５
７
番
地

　
　
　
　
　
　
　

 

１
期
目

か
ん
が
い
施
設
維
持

管
理
運
営
費
特
別
会
計

　
「
出
納
閉
鎖
後
は
現
金
の

移
動
が
で
き
ず
、
財
産
運
用

収
入
の
中
の
利
子
お
よ
び
配

当
の
額
が
事
実
と
違
っ
て
い

る
が
修
正
で
き
な
い
。
次
年

度
で
修
正
す
る
。」
と
執
行

部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
事
実
と
違
う
数
字
を
含

む
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

決
算
認
定
に
は
反
対
し
ま

す
。　
　

 

（
岡
﨑　

邦
博
）

反 

対 

討 

論

　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、

預
金
、
そ
の
他
最
も
確
実
な

方
法
で
保
管
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
は
18

年
、
19
年
と
基
金
か
ら
２
億

円
分
の
仕
組
み
債
を
購
入

し
、
現
在
元
本
割
れ
し
て
い

ま
す
。

　

大
幅
に
元
本
を
割
り
込
ん

で
い
る
も
の
を
含
む
決
算

は
、
容
認
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
決
算
認
定
に
は
反
対

し
ま
す
。　
　
（
香
原　

暹
）

反 

対 

討 

論

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

水
利
施
設
維
持
管
理
運

営
費
特
別
会
計

そ
の
他
の
会
計
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歳入決算額
６２億７，２１６万円
（１００％）

自主財源
町が自主的に集
めることができ
るお金
２５億４，６４９ 万円
（４０．６０％）

依存財源
国や県から交付
されるお金

３７億２，５６７   万円
（５９．４０％）

町税
１７億７，４９５   万円
（２８．３０％）

諸収入
２億２１９   万円
（３．２２％）

繰入金
１億９，３７１   万円
（３．０９％）

使用料及び手数料
１億８，３５３   万円
（２．９３％）

分担金及び負担金
９，８６９   万円
（１．５７％）

繰越金
８，６９７ 万円
（１．３９％）

財産収入
６４５ 万円
（０．１０％）

地方交付税
２２億８，３１５   万円

（３６．４０％）

町債（町の借入金）
４億８，９９５ 万円
（７．８１％）

国庫支出金
２億８，７５５ 万円
（４．５９％）

県支出金
２億９，０７４ 万円
（４．６４％）

地方消費税交付金
１億６，５７０ 万円
（２．６４％）

地方譲与税
９，３０８ 万円
（１．４８％）

自動車取得税交付金
　５，２１０万円（０．８３％）
ゴルフ場利用税交付金
　２，９８０万円（０．４８％）
地方特例交付金
　１，１４９万円（０．１８％）
利子割交付金
　　       ７７１万円（０．１２％）
配当割交付金
 　　    　      ６１２万円（０．１０％）
交通安全対策特別交付金
　　       ４２７万円（０．０７％）
株式等譲渡所得割交付金
　　       ４０１万円（０．０６％）

県支出金とは
　県から町に対して交付される資金
○国民健康保険基盤安定負担金 ５，９６９万円
○障害者自立支援給付費負担金 ５，５２2万円
○重度心身障害者医療費補助金 ３，００６万円
○同和対策事業費補助金 ９6０万円
○河川費補助金 ６５０万円
○農業費補助金 ３３４万円

国庫支出金とは
　国の施策又は地方公共団体の財政上特別の
　必要がある場合に、国から交付される資金
○障害者自立支援給付費負担金 １億１，０７６万円
○特定地域開発就労事業費補助金 ４，４８２万円
○道路橋梁費補助金 ２，８０５万円
○国民健康保険基盤安定負担金 １，２５６万円
○小学校費補助金 １，０６４万円

町税の内訳
収入額 割合（％）

町 民 税 ８億１，４８２万円 45.9
固定資産税 ８億　 ３１５万円 45.2
軽自動車税 ３，５２７万円 2.0
町たばこ税 １億２，１７１万円 6.9
合　計 １７億７，４９５万円 １００

１０億 ２０億

平成１７年度

２２億８,３１５万円

２４億８,０２１万円

２４億９,４４９万円

地方交付税の推移

平成１８年度

平成１９年度

平 成 １  ９ 年 度

一　般　会　計 財　　源
（歳入）
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歳出決算額
６１億８，７８３万円
（１００％）

民生費
１８億８，３６７万円
（３０．４４％）

公債費

９億６，７２０万円
（１５．６３％）総務費

８億６，５６９万円
（１３．９９％）

衛生費
８億２，０１９万円
（１３．２５％）

（借金の返済）

土木費
６億  １９万円
（９．７０％）

教育費
４億５，８４４万円

（７．４１％）

消防費 ３億４３７万円
（４．９２％）

農林水産業費 １億５２５万円
（１．７０％）

議会費 ９，６２６万円（１．５６％）

労働費 ５，６１０万円 （０．９１％）

商工費 ３，０４７万円 （０．４９％）

○西川線、中山・中間線路線
  バス運行負担金 　 １，３６４万円
○商工会補助金　 　　　３６０万円
○産業まつり補助金 　　２００万円
○信用金庫預託金　　 　５００万円

○特開引退者新規事業開拓
  奨励援護金　 　４，２００万円

○議員報酬　　   ４，２０９万円
○政務調査費 　　　３０４万円
○会議録速記料 　　２８３万円

○計画転作互助方式推進事業
  補助金 　　　　　 　  ７７８万円
○農業育成費交付金   １，１００万円
○農村女性チャレンジ支援
  補助金 　　　　　　　２７４万円

○古月小体育館アスベスト
  除去工事費　　 　  ２，９７０万円
○外国青年招致事業費    ４８６万円
○西川小白蟻駆除費用 　２５２万円
○共同調理場受電設備改修工事

　　 　３７８万円

○直鞍広域消防負担金
　                 ２億７，３３１万円
○防火水槽（１カ所）    ４３４万円

○インターアクセス道路負担金
  　　　　　　    １億２，５００万円
○町営住宅管理費      ２，８１８万円
○急傾斜地崩壊対策事業費
　　　　　　　     　１，５３１万円
○山田川水利組合負担金
　　　　　　　  　　 　７００万円

○じん芥に関わる経費
　　　　　　　         ３億２，２５４万円
○町立病院繰出金
                       ２億１，３４４万円
○衛生センターに関わる経費
　　　　　　　　       ９，７６１万円
○上水道事業繰出金  １，２３０万円
○小型浄化槽補助金　         ８３７万円
○葬斎場指定管理料  １，８５１万円
○葬斎場修繕費　　  　       ７６８万円
○老人保健事業費　  ２，７０６万円

○参議院議員選挙 　　　８６５万円
○町議会議員選挙 　　　７６１万円
○県知事・県議選挙 　　５２５万円
○交通安全施設整備費 　４０３万円
○固定資産（土地）鑑定評価費用

４１９万円

総合福祉センター建設等の
借入金など

○介護保険広域連合負担金
　　　　　　　         ２億４，４３６万円
○障害者自立支援事業費
                       ２億４，２２５万円
○老人保健会計繰出金
　　　　　　　                ２億１，３２０万円
○児童手当費  　      １億１，３９８万円
○重度心身障害者医療費
　         　　　　　　　     ６，６７７万円
○社会福祉協議会補助金
  　　　　　　　　            ５，０００万円

平 成 １  ９ 年 度

一　般　会　計使いみち
（歳出）
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平
成
19
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
町
債
な

ど
で
、
そ
の
う
ち
地
方
交
付

税
は
歳
入
全
体
の
約
36
％
を

占
め
、
国
・
県
へ
の
依
存
が

大
き
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
予
算
が
流
動

的
、
他
動
的
で
あ
り
年
度
中

途
の
変
動
は
や
む
を
得
ま
せ

ん
が
、
補
正
は
最
小
限
に
と

ど
め
る
努
力
を
今
後
も
期
待

し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
主
な
事
業
と

し
て
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
や
境
川
水
路
整
備
事
業
、

古
月
小
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
事
業
、
西
原
橋
補
強
耐
震

工
事

Ｊ
Ｒ
委
託
事
業
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

※
財
政
力
指
数
‥
町
の
財

政
力
の
強
弱
を
示
す
数
値
。

一
・
〇
に
近
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

※
経
常
収
支
比
率
‥
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
数
値
。
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
深
刻
な
財

政
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

（
85
％
を
越
え
る
と
危
険

ゾ
ー
ン
）

　

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税

の
徴
収
は
、
文
書
等
の
催
告

の
ほ
か
戸
別
訪
問
な
ど
の
徴

収
努
力
に
よ
り
成
果
は
見
ら

れ
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
滞

納
額
が
累
積
し
て
い
ま
す
。

　

常
習
滞
納
者
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
会
計
収
納

対
策
課
を
中
心
に
、
差
し
押

さ
え
な
ど
適
切
な
滞
納
処
分

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
現
年

度
分
が
滞
納
繰
越
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
更
な
る
努
力
を
望

み
ま
す
。

　　

国
民
健
康
保
健
事
業
特
別

会
計
は
、
１
億
３
９
２
万
円

の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
医
療
費
の
抑
制
と
と
も

に
、
国
保
税
の
収
納
率
の
向

上
に
期
待
し
ま
す
。

　

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

は
、
収
入
が
前
年
度
に
比
べ

８
５
４
万
円
減
少
し
、
医
療

諸
費
は
４
１
５
４
万
円
増
え

た
た
め
１
４
６
万
円
の
赤
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
後
期
高
齢
者
医
療
に
引

き
継
が
れ
ま
す
が
、
今
後
も

高
齢
者
の
健
康
管
理
に
努

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入

は
、
繰
入
金
や
諸
収
入
の
増

に
よ
り
３
１
７
万
円
の
増
加
、

歳
出
も
積
立
金
の
増
に
よ
り

８
７
６
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
な
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
歳
入
、
歳
出
と

も
財
産
収
入
の
増
に
伴
い

７
７
０
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
３
７
３
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
、
健
全
な

運
営
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
住
民
の
要
望
で
あ
る

「
お
い
し
く
て
安
全
な
水
」
を

供
給
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
努
力
を
期
待
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
整
形

外
科
医
の
常
勤
医
師
派
遣
停

止
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

３
８
２
４
万
円
の
純
損
失
と

な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
不
足

な
ど
厳
し
い
経
営
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
一
層
の
努

力
を
要
望
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

会
計
は
、
福
祉
の
環
境
情
勢

が
厳
し
い
中
、
２
０
８
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
に
努
め
る
と
と

も
に
、
経
費
の
節
減
を
図
る

な
ど
一
層
の
努
力
を
要
望
し

ま
す
。

19
年
度
決
算
を
見
る

〜
監
査
意
見
か
ら
〜

一
般
会
計

１９年度

０．４４９

９７．９％

１８年度

０．４３９

９５．８％

１７年度

０．４３９

８９．８％

財政力指数

経常収支比率

財政状況の推移

税目別滞納額の推移 １７年度 1８年度 １９年度
町 民 税 ５，９９５万円 ６, ４７３万円 ７, ３５７万円

固定資産税 １億１，５１２万円 １億１, ４２５万円 １億１, １９５万円

軽自動車税 ５２５万円 ５８７万円 ６３９万円

合 　 計 １億８，０３２万円 １億８, ４８５万円 １億９, １９１万円

納入金未納額の推移 １７年度 1８年度 １９年度
町営住宅家賃 １, １８１万円 １, ００７万円 １, ０４２万円

保　育　料 ４６２万円 ４２０万円 ７２万円

国　保　税 １億４, ８０８万円 １億５, ３７５万円 １億５, １８０万円

住宅新築資金貸付金 ２, ８０６万円 ２, ８６９万円 ２, ８７８万円

そ
の
他
の
会
計

町税滞納額１億９千万円
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平成２０年度補正予算

若
摘
み
巨
峰
を
使
っ
た

特
産
品
開
発
事
業
に
助
成

一
般
会
計 　

１
億
９
８
１
２
万
円
を
追
加

　

本
補
正
予
算
は
、
鞍
手
町
商
工
会
が
進

め
て
い
る
特
産
品
の
開
発
に
関
す
る
助
成

金
や
、
住
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴

収
す
る
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費

用
、
及
び
障
害
福
祉
計
画
策
定
業
務
委
託

料
や
各
企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
財
源
と
し
て
、
現
時
点
で
確
定
し

て
い
る
地
方
特
例
交
付
金
、普
通
交
付
税
、

繰
入
金
及
び
国
・
県
補
助
金
等
を
充
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
８
１
２
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
62
億
７
６
３
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

鞍手町商工会では、町の特産品にと若摘み巨峰を使った商品の開発を進めています

一
般
会
計

そ
の
他
の
予
算

　

次
の
７
件
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

○
老
人
保
健
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計   

（
全
員
賛
成
）

○
水
道
事
業
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

○
病
院
事
業
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計　
（
賛
成
10
・
反
対
２
）

（
賛
成
11
・
反
対
１
で
可
決
）

補正の主なもの

 歳入（収入）
　地方特例交付金追加 １８２万円
　地方交付税追加 ２７７万円
　県支出金追加 １，２０９万円
　財政調整基金繰入金追加

２億２７６万円
 歳出（支出）
　電算管理費追加 ２，１８９万円
　障害者自立支援費追加 １，０７７万円
　児童福祉施設費追加 １，６２４万円
　病院事業繰出金追加 ９，９４８万円
　農林振興費追加 ４３０万円
　商工振興費追加 １００万円
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平
成
11
年
「
男
女
共
同
参

画
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

が
21
世
紀
の
日
本
社
会
を
決

定
す
る
最
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
町
で
も
職
場
、
地
域
、

家
庭
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

場
で
、
町
、
町
民
、
事
業
者

等
が
協
働
し
て
男
女
共
同
参

画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

こ
の
条
例
で
必
要
な
事
項
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
か
ら
、
産

科
医
療
補
償
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
分
娩

に
関
連
し
て
障
害
を
負
っ
た

児
及
び
家
族
の
経
済
的
負
担

を
補
償
す
る
こ
と
や
、
産
科

医
療
の
質
の
向
上
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

現
在
35
万
円
支
給
さ
れ
て
い

る
出
産
育
児
一
時
金
が
38
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

授
業
料
等
の
値
上
げ
や
経

済
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
貸

付
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　　

今
回
の
改
正
で
は
、
現
在

福
祉
棟
入
館
料
で
、
窓
口

払
い
と
券
売
機
支
払
い
の

端
数
処
理
で
誤
差
が
生
じ

て
い
る
こ
と
の
是
正
と
、

町
内
・
町
外
同
一
だ
っ
た

料
金
に
、
新
た
に
町
外
利

用
者
の
料
金
の
設
定
を
し

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
町

外
の
利
用
者
は
、
１
回
の

入
館
料
が
小
人
（
小
学

校
児
童
）
は
３
０
０
円
、

大
人
（
中
学
生
以
上
）
は

　　

乳
幼
児
医
療
費
は
、
現
在

対
象
は
就
学
前
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
認
定
の
際
に

所
得
制
限
が
あ
り
、
か
つ
初

診
料
な
ど
の
自
己
負
担
分
は

５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

町
内
の
一
般
の
利
用
者
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

が
、
障
害
者
の
う
ち
小
学

生
以
上
18
歳
未
満
の
方
は
、

２
０
０
円
か
ら
１
０
０
円
に

改
正
さ
れ
ま
す
。

定
額
を
支
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
、
就
学
前

の
乳
幼
児
の
通
院
及
び
入
院

に
か
か
る
自
己
負
担
分
を
町

が
負
担
し
ま
す
の
で
、
平
成

21
年
４
月
か
ら
は
医
療
費
は

無
料
と
な
り
ま
す
。（
た
だ

し
、
所
得
制
限
制
度
は
残
り

ま
す
。）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

制
度
開
始
後
、
国
の
制
度
、

運
用
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

こ
の
た
め
検
討
課
題
が
多
く

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議

員
の
任
期
を
２
年
間
延
長
す

る
も
の
で
す
。

　

工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す

る
条
例
で
は
、
町
内
の
事

業
所
が
工
場
等
の
新
設
及

び
増
設
を
行
い
、
産
業
の

振
興
と
雇
用
の
促
進
を
図

り
、
町
政
の
発
展
と
福
祉

の
増
進
を
図
っ
た
こ
と
に

対
し
、
課
税
免
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

新
設
は
３
年
間
、
増
設

は
２
年
間
課
税
免
除
さ
れ

ま
す
。

負
担
金
の
率
は
、
共
通
経
費

の
状
況
や
、
地
方
交
付
税
の

算
出
基
礎
が
75
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
均
等
割
、

高
齢
者
人
口
割
、
人
口
割
そ

れ
ぞ
れ
の
率
を
変
更
し
ま
し

た
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

奨
学
金
の
貸
付
額
を
引
き
上
げ

〜
奨
学
金
貸
付
基
金
条
例
〜

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

改正前 改正後

公立高校　　（月額） ８，０００ １１，０００

私立高校・高専（月額） １３，０００ 1５，０００

公立大学・短大（月額） １８，０００ ２０，０００

私立大学・短大（月額） ２０，０００ ２５，０００

【入学支度金】

高校・高専 ２０，０００ ４０，０００

大学・短大 ４０，０００ ５０，０００

【
奨
学
金
貸
付
額
】

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
男
女

平
等
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
〜

出
産
育
児
一
時
金
を
引
き
上
げ

〜
国
民
健
康
保
険
条
例
〜

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

乳
幼
児
医
療
費
を
就
学
前
ま

で
無
料
に

〜
乳
幼
児
医
療
費
支
給
条
例
〜

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

福
祉
棟
入
館
料
に

町
外
利
用
者
料
金
を
設
定

〜
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
〜

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ
の
他
の
議
案

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
員
の

任
期
延
長
と
負
担
金
率
の
変
更

〜
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
〜

４
事
業
所
の
固
定
資
産
税
を
免
除

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
賛
成
８
・
反
対
４
で
可
決
）

納税義務者 課税免除額 区　分

北九州計装㈱ 360,500 新　設
第１年度

㈱ナガワ 940,900 新　設
第１年度

㈱若松メカニクス 2,258,900 増　設
第１年度

大石産業㈱ 19,608,700 増　設
第１年度

合  　 計 23,169,000

平成２０年度固定資産税課税免除の内訳

平成２１年４月から利用料が一部変わる総合福祉センター
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【
要
旨
】　
「
食
の
安
全
確
保
」

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
対
策

を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま

す
。

記

１　

偽
装
表
示
を
一
掃
す
る

た
め
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
を
改
正
し
、

直
罰
規
定
を
設
け
る
な
ど
罰

則
を
強
化
す
る
規
定
を
設
け

る
こ
と

２　

農
作
業
の
工
程
管
理
や

農
業
か
ら
食
卓
に
至
る
衛
生

管
理
普
及
・
促
進
で
食
品
の

安
全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス

テ
ム
の
確
立
で
食
品
の
流
通

を
一
層
明
確
に
す
る
こ
と

３　

輸
入
食
品
の
安
全
に
関

す
る
情
報
提
供
を
迅
速
か
つ

適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
監

視
、
検
査
体
制
の
強
化
・
拡

充
を
図
る
こ
と

４　

政
策
全
般
に
わ
た
り
消

費
者
の
観
点
か
ら
監
視
し
、

強
力
な
権
限
を
有
す
る
消
費

者
庁
を
設
置
す
る
た
め
の
関

連
諸
法
を
制
定
す
る
こ
と

５　

不
正
な
取
引
を
行
う
業

者
に
対
し
、
迅
速
な
立
ち
入

り
調
査
に
基
づ
く
販
売
禁
止

や
、
製
品
の
回
収
命
令
、
罰

則
強
化
な
ど
を
図
る
た
め
、

消
費
者
安
全
法
を
制
定
す
る

こ
と

【
提
出
者
】　

川
野　

高
實

【
送
付
先
】

　
　

内
閣
総
理
大
臣麻

生　

太
郎

　
　

農
林
水
産
大
臣石

破　
　

茂
　　

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員

会
は
、
平
成
20
年
５
月
28
日
、

国
道
と
一
級
河
川
を
自
治
体

に
移
譲
す
る
方
針
と
範
囲
を

勧
告
し
ま
し
た
。
遠
賀
川
と

国
道
２
０
０
号
線
も
そ
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
ん
で

社
会
保
障
費
が
増
大
し
、
財

政
状
況
の
悪
化
が
予
測
さ
れ

る
中
で
、
福
岡
県
が
現
在
の

レ
ベ
ル
で
維
持
す
る
た
め
に

公
共
投
資
を
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
す
。

　

遠
賀
川
流
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
に
は
、
引
き

続
き
国
の
責
任
で
河
川
、
道

路
の
維
持
管
理
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
国
に
意
見
書

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
県

に
対
し
て
国
に
要
望
す
る
よ

う
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
請
願
し
ま
す
。

【
請
願
者
】

　

全
建
設
省
労
働
組
合

　

直
方
支
部

　
　

支
部
長　

荒
川　
　

彰

【
紹
介
議
員
】　 

松
本　

典
子

宇
田
川　

亮

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣 

麻
生　

太
郎

国
土
交
通
大
臣 

金
子　

一
義

規
制
改
革
行
政

改
革
担
当
大
臣 

甘
利　
　

明

福
岡
県
知
事　

 

麻
生　
　

渡
　
「
保
険
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健

全
に
運
営
し
て
い
る
自
主
共

済
制
度
も
保
険
会
社
に
準
じ

た
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

自
主
共
済
制
度
と
利
益
を

追
求
す
る
保
険
会
社
を
同
列

に
置
き
、
一
律
か
つ
強
制
的

な
規
制
と
負
担
の
押
し
付
け

は
、
多
く
の
共
済
を
廃
止
に

追
い
込
む
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
契
約
者
保
護
、
消
費
者

保
護
を
目
的
と
し
た
法
改
正

の
主
旨
に
反
す
る
も
の
で
す
。

　

構
成
員
の
助
け
合
い
を
目

的
と
し
て
、
自
主
的
か
つ
健

全
に
運
営
し
て
い
る
自
主
共

済
が
存
続
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
陳
情
し
ま
す
。

記

１　

自
主
的
な
共
済
を
保
険

業
法
の
適
用
除
外
に
す
る
こ
と

２　

保
険
業
法
附
則
第
２
条

「
経
過
措
置
」
期
間
を
４
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
１
年
間
延
長

す
る
こ
と

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣 

麻
生　

太
郎

衆
議
院
議
長　

 

河
野　

洋
平

参
議
院
議
長　

 

江
田　

五
月

ほ
か

【
陳
情
者
】

共
済
の
今
日
と
未
来
を

考
え
る
福
岡
県
懇
話
会

代
表
者　

荒
木　

辰
彦

意
見
書

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

１
件
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
、
関
係
機
関
あ
て
送
付

し
ま
し
た
。

「
食
の
安
全
確
保
」
へ
の
取
り

組
み
強
化
を
求
め
る
意
見
書

請
願
・
陳
情

請
願
１
件
、陳
情
１
件
を
全
員
賛
成
で
採
択
し
、

関
係
機
関
あ
て
送
付
し
ま
し
た
。

遠
賀
川
流
域
の
安
全
・
安

心
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願

保
険
業
法
の
制
度
と
運
用

を
見
直
し
、
自
主
共
済
を

保
険
業
法
の
適
用
除
外
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
陳
情
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問　

町
独
自
の
特
色
と
推
進

委
員
の
内
容
は
。
ま
た
、
周

知
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
す
か
。　

答　

男
女
共
同
参
画
の
推
進

を
阻
害
す
る
よ
う
な
事
例
が

発
生
し
た
場
合
な
ど
に
は
、

改
善
勧
告
な
ど
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

推
進
委
員
は
、
人
権
侵
害

が
起
き
た
場
合
に
救
済
を
図

る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
町
内
全
戸
、
全
企
業
に

配
布
し
ま
す
。

問　

企
業
へ
の
働
き
か
け
や

学
校
教
育
へ
の
取
り
入
れ

は
。

答　

条
例
が
制
定
さ
れ
た
ら
、

企
業
に
も
周
知
、
働
き
か
け

を
行
い
、
全
町
を
上
げ
て
取

り
組
み
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
機
会
を
と
ら
え

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
教
育

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
助
け
を

求
め
て
き
た
と
き
に
守
る
場

所
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
で
す
か
。

答　

守
る
場
所
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
町
単
独
で
は

難
し
い
の
で
、
相
談
が
あ
っ

た
時
は
県
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
救
済
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　問　

現
在
の
奨
学
金
の
額

は
、
他
の
市
町
と
比
べ
て
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

公
立
高
校
で
、
直
方

市
は
６
千
円
、
宮
若
市
が

１
万
１
千
円
、
小
竹
町
が

１
万
５
千
円
で
、
鞍
手
町
が

８
千
円
で
す
。
大
学
の
場
合

も
支
度
金
も
、
他
市
町
に
比

べ
て
今
は
額
は
低
い
で
す
。

問　

今
回
の
改
正
で
宮
若
市

の
額
に
合
わ
せ
て
い
ま
す

が
、
小
竹
町
に
合
せ
て
も
い

い
の
で
は
。

答　

額
に
つ
い
て
は
協
議
し

ま
し
た
が
、
奨
学
金
を
数
多

く
出
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

宮
若
市
に
あ
わ
せ
ま
し
た
。

問　

出
産
育
児
一
時
金
に

３
万
円
を
加
算
し
、
38
万
円

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答　

出
産
一
人
に
付
き
３
万

円
を
加
算
し
、
38
万
円
に
な

り
ま
す
。

問　

３
万
円
の
増
額
で
、
家

族
の
経
済
的
負
担
を
補
償
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

そ
れ
と
、
産
科
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

判
断
は
ど
う
や
っ
て
す
る
の

で
す
か
。

答　

出
産
時
の
事
故
に
対

し
、
平
成
21
年
１
月
か
ら
対

象
者
に
は
一
時
金
と
し
て

６
０
０
万
円
、
そ
の
後
20
年

間
１
２
０
万
円
が
補
償
さ
れ

ま
す
。

　

制
度
に
加
入
し
て
い
る
医

療
機
関
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

産
科
医
療
制
度
に
つ
い
て

は
、
母
子
手
帳
交
付
の
際
の

説
明
や
広
報
な
ど
で
周
知
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

今
回
の
改
正
で
視
聴
覚

室
が
な
く
な
っ
た
理
由
と
福

祉
棟
利
用
料
金
を
町
内
、
町

外
に
分
け
た
理
由
は
。

答　

こ
れ
ま
で
視
聴
覚
室

は
、
午
後
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム

と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ

と
、
平
成
18
年
度
か
ら
視
聴

覚
室
と
し
て
の
利
用
が
な

か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
研
修

室
等
で
視
聴
覚
研
修
が
で
き

る
こ
と
か
ら
視
聴
覚
室
を
廃

止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
、
福
祉
棟
以

外
は
こ
れ
ま
で
も
町
内
・
町

外
を
分
け
て
い
ま
し
た
。
福

祉
棟
は
燃
料
や
光
熱
水
費
な

ど
多
額
の
経
費
が
か
か
っ
て

お
り
、
収
入
の
増
額
に
な
れ

ば
と
考
え
区
分
し
ま
し
た
。

問　

視
聴
覚
室
は
補
助
金
を

申
請
し
た
と
き
の
名
称
を
変

え
て
も
い
い
の
で
す
か
。
ま

た
町
内
・
町
外
の
区
別

で
料
金
を
徴
収
す
る
と

き
、
ど
の
よ
う
に
見
分

け
る
の
で
す
か
。

答　

視
聴
覚
室
の
名

称
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。

　

町
内
・
町
外
の
区

分
を
設
け
る
こ
と
を

事
前
に
お
知
ら
せ
し
、

利
用
証
明
書
も
発
行

す
る
こ
と
を
あ
わ
せ

て
周
知
す
る
予
定
で

す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

制
定

奨
学
金
貸
付
額
を
引
き
上
げ

出
産
育
児
一
時
金
を
引
き

上
げ
る
国
保
条
例
の
改
正

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

利
用
料
を
改
正

質疑・答弁から

熊本市のパンフレット

町外者料金が設定される福祉棟（くらじの郷）
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問　

町
内
・
外
の
区
別
を
す

る
よ
り
、
料
金
の
引
き
下
げ

で
利
用
者
を
増
や
す
考
え
は
。

答　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
利
益

を
上
げ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。最
小
限
度
の
料
金
で
行
っ

て
い
ま
す
。

問　

就
学
前
の
医
療
費
は
、

完
全
に
無
料
に
な
っ
た
の
で

す
か
。
ま
た
、
無
料
化
に
必

要
な
予
算
総
額
は
。

答　

夫
婦
と
子
ど
も
１
人
の

場
合
、
年
間
８
１
７
万
８
千

円
以
上
の
収
入
が
あ
る

方
は
所
得
制
限
が
あ
る

の
で
、
完
全
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
予
算
総
額
は

３
１
９
９
万
８
千
円
で
、
そ

の
内
１
８
６
９
万
６
千
円
が

町
の
持
ち
出
し
分
で
す
。

問　

介
護
老
人
保
健
施
設
事

業
会
計
繰
出
金
追
加
の
中
身

は
。

答　

後
期
分
の
繰
入
で
、
収

益
的
受
入
れ
が
７
３
０
万

円
、
償
還
元
金
の
２
分
の
１

の
繰
入
が
４
６
９
万
２
千

円
、
計
１
１
９
９
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

具
体
的
に
は
ど
う
い
う

も
の
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

答　

建
設
償
還
元
金
に
対
し

て
年
間
２
分
の
１
を
繰
入
れ

て
い
ま
す
。
収
益
的
受
入
れ

は
、
赤
字
補
填
と
し
て
受
入

れ
て
い
ま
す
。

問　

商
工
振
興
費
の
追
加

は
、
商
工
会
の
特
産
品
開
発

に
対
す
る
助
成
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

商
工
会
は
、
20
年
度
国

の
補
助
金
を
使
っ
て
特
産
品

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
ワ
イ
ン
、
ヴ
ィ
ネ

ガ
ー
、
ジ
ャ
ム
、
ピ
ク
ル
ス

な
ど
が
試
作
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
量
も
少
な
く
、
ま
だ
製

品
と
し
て
目
途
は
た
っ
て
い

ま
せ
ん
。
21
年
度
は
ぶ
ど
う

農
家
の
協
力
の
も
と
、
あ
る

程
度
の
量
で
試
作
品
を
作
る

と
い
う
計
画
だ
そ
う
で
す
。

問　

教
育
費
で
、
厨
房
機
器

使
用
料
が
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
内

容
は
。

答　

給
食
セ

ン
タ
ー
の

ジ
ェ
ッ
ト

オ
ー
ブ
ン
が

壊
れ
て
い
る

の
で
、
代
わ

り
の
機
械
の

リ
ー
ス
料
を

計
上
し
て
い

ま
す
。

問　

農
業
振

興
費
の
高
収

益
型
園
芸
産
地
育
成
事
業
補

助
金
追
加
の
内
容
は
。

答　

本
年
度
は
３
営
農
集
落

と
１
個
人
か
ら
申
請
が
あ
り

ま
し
た
が
、
１
営
農
集
落
は

取
り
や
め
た
た
め
、
現
在
は

２
団
体
と
１
個
人
が
対
象
で

す
。
事
業
費
が
変
更
と
な
っ

た
た
め
、
４
３
３
万
円
の
追

加
補
正
を
し
て
い
ま
す
。

問　

入
院
収
益
３
１
０
０
万

円
と
外
来
収
益
２
３
０
０
万

円
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
要
因
は
。　
　

答　

当
初
予
算
で
は
眼
科
の

収
益
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
常
勤
医
師
の
引
き
揚
げ

に
よ
り
入
院
で
１
日
1.5
人
、

外
来
で
述
べ
３
千
人
が
減
と

な
っ
た
た
め
収
入
減
と
な
り

ま
し
た
。

問　

眼
科
医
の
引
き
揚
げ
に

伴
う
補
正
と
思
う
の
で
す

が
、
給
与
費
は
７
５
２
０
万

円
減
と
な
っ
て
い
る
の
に
、

材
料
費
が
２
千
万
円
追
加
に

な
っ
て
い
ま
す
。
理
由
は
。

答　

給
与
費
は
眼
科
医
と
職

員
の
異
動
に
か
か
る
減
額
で

す
。
材
料
費
は
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
の
埋
め
込
み
手
術
に
か

か
る
分
で
、
１
機
あ
た
り

１
５
０
万
円
く
ら
い
で
す
。

昨
年
よ
り
現
時
点
で
12
件
ほ

ど
手
術
が
増
え
て
い
ま
す
。

問　

運
転
業
務
委
託
料
、
公

用
車
自
賠
責
保
険
料
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
車
両
を
購
入

し
て
運
転
手
を
雇
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

答　

９
月
か
ら
利
用
者
数
が

増
え
、
利
用
者
に
不
便
を
か

け
る
と
い
う
こ
と
で
車
両
購

入
予
算
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

運
転
は
常
勤
が
１
名
で
し
た

の
で
、
も
う
１
名
業
務
委
託

を
し
ま
し
た
。

問　

利
用
者
は
ど
の
く
ら
い

増
え
た
の
で
す
か
。
一
般
会

計
か
ら
赤
字
補
填
を
受
け
な

が
ら
、
人
件
費
や
車
両
購
入

費
な
ど
経
費
を
増
や
す
の
は

お
か
し
い
と
思
い
ま
す
が
。

答　

当
初
予
算
の
見
込
み
で

１
日
の
利
用
者
を
35
名
と
し

て
い
ま
し
た
。
８
月
ま
で
は

24
、
25
名
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
９
月
か
ら
や
っ
と

30
名
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
利
用
料
の
増
え
た
分
は

当
初
予
算
の
歳
入
見
込
み
範

囲
内
で
あ
る
た
め
、
今
回
増

額
補
正
す
る
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
繰
入
金
に

つ
い
て
は
、
圧
縮
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問　

分
賦
金
の
均
等
割
が

２
％
か
ら
７
％
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
い
く
ら
増
え
る
の

で
す
か
。

答　

分
賦
金
に
つ
い
て
は
、

経
常
経
費
に
占
め
る
共
通
経

費
の
状
況
か
ら
７
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
割
、
高
齢
者
人
口
割

も
、
と
も
に
46
・
５
％
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
19
年
度
に
比
べ
て

81
万
９
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

就
学
前
ま
で
の
通
院
・
入
院

に
係
る
医
療
費
を
無
料
に

平
成
20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

平
成
20
年
度
介
護
老
人
保
健

施
設
事
業
会
計
補
正
予
算

平
成
20
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更

左からワイン、ヴィネガー、ジャム、ピクルスの試作品
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公
金
横
領
事
件
が
発

覚
し
て
か
ら
、
町
民
へ
の
住

民
説
明
会
は
一
度
も
開
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。
い
つ
説
明
会

を
開
く
の
で
す
か
。

　
　
　

現
時
点
で
は
立
件
証

拠
と
そ
の
裏
づ
け
が
不
十
分

で
、
刑
事
告
訴
に
踏
み
切
れ

な
い
状
況
の
中
、
住
民
説
明

会
を
開
く
の
は
適
切
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
容
解
明
の
見
通
し
が
立

ち
次
第
、
住
民
説
明
会
を
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　

 

早
い
時
期
に
説
明
会

を
開
き
、
分
か
っ
て
い
る
部

分
だ
け
で
も
町
民
に
伝
え
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民

は
（
税
や
保
険
料
に
充
て
た
）

事
故
補
填
金
６
３
０
０
万
円

も
、
こ
の
ま
ま
曖あ
い
ま
い昧
に
な
る

の
で
は
と
不
安
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

こ
の
事
件
に
つ
い

て
、
曖
昧
に
す
る
こ
と
は
毛

頭
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
あ
る

程
度
の
結
果
、
そ
の
後
の
見

通
し
の
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
、
説
明
会
を
開
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

時
期
に
つ
い
て
は
、
今
し

ば
ら
く
猶
予
を
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

平
成
21
年
４
月
か
ら

鞍
手
町
の
公
立
保
育
所
は
３

園
に
な
り
ま
す
が
、
新
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

現
在
４
月
の
正
式
移

管
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。               

　

町
立
の
３
保
育
所
と
移
管

さ
れ
る
２
保
育
所
の
保
育

料
、
入
所
決
定
も
町
が
行
い

ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育

内
容
に
つ
い
て
は
、
最
低
で

も
現
在
の
レ
ベ
ル
は
維
持
し

ま
す
。

　
　
　

親
へ
の
説
明
会
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
開
い
て
い
ま

す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

７
月
16
日

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
説
明

会
を
開
き
、
剣
第
２
、
西
川

第
２
あ
わ
せ
て
28
人
の
保
護

者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
質

問
等
説
明
会
の
内
容
は
、
後

日
文
書
で
参
加
者
を
含
め
、

全
て
の
保
育
所
の
保
護
者
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

新
体
制
の
保
育
所
職

員
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
い
る
職

員
が
３
園
に
振
り
分
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
所
長

３
名
、
主
任
３
名
、

職
員
15
名
、
嘱
託
が

１
名
か
２
名
、
ま
た

各
園
に
３
名
か
ら
４

名
の
パ
ー
ト
職
員
、

調
理
師
は
２
名
の
職

員
に
嘱
託
１
名
の
体

制
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

４
月
以
降
保

育
内
容
が
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

最

低
限
、
今
の
保
育
内

容
を
維
持
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
民
営
化

に
な
る
２
園
は
保
育
に
特
色

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

公
立
の
方
も
良
い
と
こ
ろ
は

取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。　
　
　

りたいこと知
望むこと

5人の議員が一般質問

公
金
横
領
事
件
の
住
民
説
明
会
は

全
容
解
明
の
見
通
し
が
立
ち
次
第
、
説
明
会

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す　

  　
　
（
町
長
）

松本　典子　議員

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

福
祉
人
権
課
長

質
問

福
祉
人
権
課
長

質
問

福
祉
人
権
課
長

保
育
所
の
新
体
制
は

ど
う
な
る
の
か

公立保育所として残る３園のうちの一つ、剣第一保育所
（あとの２園は、古月保育所と西川第１保育所）
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町
長
の
選
挙
公
約
、

所
信
表
明
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
は
、
民
意
を

入
れ
な
が
ら
進
め
た
い
と
あ

り
ま
す
が
、
民
意
を
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
　
　

合
併
に
つ
い
て
は
、

旧
鞍
手
郡
を
考
え
て
い
ま
す
。

宮
若
市
と
協
議
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
10
年
間
は
し
な
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
民

意
を
問
う
段
階
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　
　

農
産
物
の
付
加
価
値

を
高
め
、
農
業
の
安
定
と
振
興

　
を
図
り
た
い
と
あ
り
ま
す
が
。

　
　
　

国
の
政
策
が
毎
年
変

わ
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
は

各
品
目
の
付
加
価
値
を
高
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

米
、
麦
は
県
下
で
も
有
名

で
す
が
、
ブ
ド
ウ
の
付
加
価

値
も
高
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
チ
ジ
ク
、

ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
が
町
の
特
産
品
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

安
心
し
て
出
産
、
育

児
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
。

　
　
　

育
児
支
援
と
し
て
、

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
を
就

学
前
ま
で
に
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
出
産
支
援
は
、
妊

婦
健
診
の
助
成
を
５
回
に
し

ま
し
た
。

　
　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
。

　
　
　

遠
賀
川
架
橋
は
、
11

月
か
ら
左
岸
と
右
岸
の
橋
脚

工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
年
次
を
追
っ
て
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
も
、
11
月
か
ら

ア
ク
セ
ス
道
路
の
工
事
に

入
っ
て
お
り
、
用
地
買
収
が

若
干
残
っ
て
い
ま
す
が
ほ
ぼ

順
調
で
す
。

　
　
　

障
害
者
や
高
齢
者
へ

の
施
策
は
進
み
ま
し
た
か
。

　
　
　

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

国
の
制
度
が
安
定
し
て
い
な

い
の
で
、
取
り
組
み
づ
ら
い

の
で
す
が
、
鋭
意
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

障
害
者
対
策
は
、
２
市
２

町
共
同
で
施
設
を
運
営
す
る

な
ど
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

職
員
の
異
動
、
各
種

委
員
の
選
任
に
際
し
て
は
、

公
平
無
私
、
適
材
適
所
で

や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

ま
た
、
事
業
の
委
託
な
ど

を
進
め
る
場
合
に
も
、
情
実

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
公

平
に
で
き
ま
し
た
か
。

　
　
　

町
民
総
参
加
の
町
づ

く
り
と
い
う
基
本
姿
勢
で

や
っ
て
い
ま
す
。
公
平
で
な

け
れ
ば
と
い
う
の
は
当
然
で

す
。
今
後
も
そ
う
や
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
　

福
祉
バ
ス
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
な
ぜ
早
く
実
施
し
な
い

の
で
す
か
。

　
　
　

高
齢
の
方
の
要
望
が

切
実
と
い
う
こ
と
は
理
解
し

て
い
ま
す
。
実
施
す
る
に
は

バ
ス
購
入
費
な
ど
１
千
万
円

く
ら
い
の
経
費
が
か
か
る
た

め
、
予
算
を
確
保
し
た
上
で

取
り
組
み
ま
す
。
実
施
時
期

は
今
は
明
言
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　

町
長
は
、
金
融
危
機

に
よ
る
町
民
生
活
へ
の
影
響

を
ど
う
認
識
し
、
定
額
給
付

金
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
期

待
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

町
民
の
生
活
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
広
く
町
民

に
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
の
経
済
対
策
に
対
す
る
効

果
は
大
き
く
、
消
費
を
呼
び

起
こ
す
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　

定
額
給
付
金
に
つ
い

て
の
対
策
お
よ
び
高
額
所
得

者
へ
の
対
応
は
。

　
　
　

全
庁
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

円
滑
な
実
施
に
向
け
て
万
全

を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
所
得
者
に
つ

い
て
も
、
所
得
制
限
を
設
け

な
い
方
向
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

金
融
危
機
に
よ
り
、

中
小
零
細
企
業
は
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
町

と
し
て
の
支
援
策
は
。

　
　
　

町
内
小
規
模
企
業
者

の
事
業
資
金
支
援
を
目
的
と

し
た
「
鞍
手
町
中
小
企
業
融

資
要
綱
」
に
基
づ
い
て
、
鞍

手
町
商
工
会
を
窓
口
と
し
て

１
企
業
２
０
０
万
円
以
内
で

融
資
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

緊
急
保
証
制
度
の
認

住
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を

傾
注
し
て
き
ま
し
た 　
　
　
　
　

 

（
町
長
）

香原　　暹　議員

金
融
危
機
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
定
額
給
付
金

へ
の
期
待
は

地
域
経
済
へ
の
効
果
は
大
き
い
と
思
い
ま
す

 

（
町
長
）

川野　高實　議員

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長 公

共
施
設
で
乗
降
で
き
る

福
祉
バ
ス
の
実
施
は

中
小
企
業
へ
の
支
援
策
は

質
問

政
策
遂
行
に
あ
た
っ
て

公
平
で
あ
っ
た
か

町
長

選
挙
公
約
・
所
信
表
明
の
進
み
具
合
は

福祉センターを出発するくらじ1号
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定
数
は
、
前
年
と
比
べ
て
ど

の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

　
　
　

今
日
現
在
で
は
28
の

業
者
か
ら
申
請
が
出
て
い
ま

す
。
前
年
に
比
べ
る
と
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
実

現
に
向
け
た
考
え
は
。

　
　
　

現
在
町
が
交
付
し
て

い
る
「
私
の
健
康
記
録
」
と

「
母
子
健
康
手
帳
」
を
合
わ

せ
て
利
用
す
れ
ば
、
健
康
管

理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

国
は
14
回
分
の
妊
婦

健
診
無
料
分
に
対
し
、
半
分

を
補
助
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
支
援
策
に
対
す
る

町
長
の
認
識
と
実
現
へ
の
気

持
ち
は
。

　
　
　

国
は
平
成
22
年
度
ま

で
に
、
９
回
増
え
る
分
の
２

分
の
１
を
交
付
税
措
置
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
恒
久
的

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
財
政
状
況
や
、
県
下
の

状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

妊
産
婦
の
救
命
救
急

体
制
の
課
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
　
　

マ
ス
コ
ミ
等
で
は
妊

婦
の
た
ら
い
回
し
、
受
入
れ

拒
否
な
ど
、
痛
ま
し

い
結
果
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
町
の
妊
産
婦
の

緊
急
受
け
入
れ
は
、

麻
生
飯
塚
病
院
、
北

九
州
市
立
八
幡
病
院

と
新
水
巻
病
院
に
受

入
れ
を
要
請
し
て
い

ま
す
。
現
在
ま
で
、

受
入
れ
拒
否
は
あ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

18
歳
未
満
の
子
ど
も

に
、
国
保
の
保
険
証
を
無
条

件
で
交
付
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

国
保
は
相
互
扶
助
の

制
度
で
あ
り
、
納
税
が
基
本

で
す
。
滞
納
家
庭
で
、
納
付

誓
約
が
守
ら
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
子
ど
も
の
治
療
が

必
要
な
時
や
学
校
等
で
保
険

証
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の

期
間
の
保
険
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
無
条
件
交
付
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

国
の
制
度
が
変
わ
れ
ば
検
討

し
ま
す
。

　
　
　

資
格
証
発
行
は
、
保

険
税
の
滞
納
の
解
消
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

資
格
証
を

交
付
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、

７
世
帯
は
資
格
喪
失
時
か
ら

保
険
税
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
直
接
的
に
は

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

町
立
病
院
の
無
保
険

者
受
診
は
何
件
で
す
か
。
救

急
は
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
場

合
、
自
費
診
療
と
な
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
保

険
者
の
受
診
は
、
現
在
２
人

で
す
が
、
１
人
は
診
療
費
を

現
金
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
急
患
で
無
保
険
の

方
は
い
ま
せ
ん
が
、
過
去

２
、３
件
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

急
患
に
つ
い
て
は
治
療
優
先

と
考
え
て
お
り
、
後
日
清
算

し
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
内
に
ト
ヨ
タ
九
州

の
非
正
規
労
働
者
が
ど
の
位

住
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
　

１
４
６
人
の
正
規
社

員
が
い
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
ま
す
が
、
非
正
規
社
員
の

数
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

ト
ヨ
タ
の
景
気
悪
化

で
、
町
に
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

住
民
税
や
、
町
内
に

は
関
連
会
社
が
５
社
あ
り
ま

す
の
で
、
法
人
町
民
税

に
影
響
が
で
る
の
で
は

と
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

弥
生
の
雇
用
促

進
住
宅
は
、
平
成
23
年

度
末
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

町
と
し
て
、
町
民
の
居

住
権
を
守
る
た
め
、
国

に
対
し
存
続
を
求
め
る

考
え
は
。

　
　
　

現
状
で
存
続
し
て

頂
く
よ
う
、
申
し
入
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　

町
の
住
宅
政
策
に
も

効
果
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
耐

震
補
強
な
ど
改
修
を
行
っ
た

う
え
で
、
町
へ
無
償
譲
渡
す

る
よ
う
求
め
て
は
。

　
　
　

耐
震
補
強
は
必
要
な

い
そ
う
で
す
が
、
公
営
住
宅
と

す
る
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
等
改
修
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
経
費
や
維
持
管
理
に
多

額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
譲
渡
を
受
け
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

町
立
病
院
事
務
局
長

質
問

質
問

保
険
健
康
課
長

質
問

町
長

18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
保
険
証
を
無
条
件
で

交
付
で
き
な
い
か

納
税
が
基
本
で
あ
り
、
無
条
件
交
付
は
考
え
て

い
ま
せ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

宇田川　亮　議員

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

雇
用
促
進
住
宅
（
弥
生
）

町が交付している母子手帳と私の健康記録

妊
娠
・
出
産
時
の
女
性

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

町
長

質
問

雇
用
促
進
住
宅
の

存
続
を
求
め
る
考

え
は

ト
ヨ
タ
九
州
の
大
量

雇
い
止
め
に
つ
い
て

町
長
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公
金
を
管
理
、
運
用

す
る
際
の
基
本
方
針
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

　
　
　

健
全
な
基
金
運
用
が

基
本
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
金

の
管
理
運
用
に
当
た
っ
て

は
、
安
全
性
の
確
保
を
最
優

先
と
し
つ
つ
、
効
率
的
な
運

用
を
行
う
た
め
、
金
融
機
関

の
経
営
情
報
の
入
手
お
よ
び

分
析
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

平
成
19
年
度
水
道
企

業
会
計
の
流
動
資
産
の
一
部

で
、
外
国
投
資
信
託
を
購
入

し
、
今
年
７
月
解
約
し
て
い

ま
す
が
、
経
緯
と
そ
の
理
由

は
。

　
　
　
　
　
　

流
動
資
産

現
金
の
う
ち
普
通
預
金
の

運
用
を
検
討
し
た
際
、
元

本
が
保
証
さ
れ
、
利
息
が

有
利
と
認
識
で
き
た
の
で
、

３
０
０
０
万
円
分
の
有
価
証

券
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

公
金
横
領
事
件
発
覚
後
、

全
庁
的
に
公
金
の
管
理
運
用

の
見
直
し
を
行
っ
た
際
、
関

係
課
と
協
議
を
し
て
解
約
し

ま
し
た
。

　
　
　

証
券
の
取
引
残
高
報

告
書
が
な
い
も
の
が
多
数
あ

り
ま
す
が
、
基
金
の
管
理
運

用
に
あ
た
っ
て
、
取
引
残
高

報
告
書
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
た
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
前

の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
は
町
長
部
局
宛
は
原
本

を
原
課
で
保
管
し
、
会
計
収

納
対
策
課
宛
の
も
の
は
複
写

し
た
も
の
を
保
管
し
、
原
本

は
監
査
室
に
提
出
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

そ
の
よ
う
な
管
理
の

方
法
は
、
い
つ
か
ら
で
す
か
。

　
　
　
　
　

 　
　
　
　

平
成

20
年
10
月
か
ら
で
す
。

　
　
　

横
領
事
件
を
受
け
て

か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

平
成
20
年
４
月
の
事
務
引
継

の
際
に
取
引
残
高
報
告
書
の

確
認
は
し
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
金

に
つ
い
て
、
残
高
報
告
書
と

か
の
引
継
ぎ
は
、
一
切
受
け

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

町
が
保
有
し
て
い
る

仕
組
み
債
や
外
国
公
社
債
の

時
価
評
価
額
及
び
配
当
額

は
、
今
い
く
ら
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

 　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡

銀
行
を
通
じ
て
購
入
し
た

１
億
円
分
の
時
価
評
価
額
は
、

１
０
０
円
に
対
し
93
・
１
円

で
配
当
は
50
万
円
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
を
通
じ
て
購
入

し
た
１
億
円
分
は
、
１
０
０

円
に
対
し
87
・
98
円

で
配
当
は
15
万
円
を
予

測
し
て
い
ま
す
。
野
村

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
外
国
公
社
債
は
、

１
０
０
円
に
対
し
61
・
02

円
で
、
配
当
は
年
２
回
、

年
間
１
２
０
０
万
円
で

す
。

　

今
後
、
関
係
金
融
機

関
と
も
連
絡
を
取
り
な

が
ら
、
金
融
市
場
の
回

復
状
況
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
橋
は
、
企
業
誘

致
や
住
宅
誘
致
を
進
め

る
た
め
の
環
境
づ
く
り

を
行
い
、
広
域
的
な
交

通
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
建

設
さ
れ
、
今
村
信
号
付

近
で
鞍
手
町
と
北
九
州

市
八
幡
西
区
を
結
び
ま

す
。

　

本
体
工
事

は
県
と
北
九

州
市
が
行
い
、

鞍
手
町
は
取

り
付
け
道
路

の
整
備
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

平
成
25
年

３
月
末
完
成

の
予
定
で
す
。

公
金
を
管
理
運
用
す
る
際
の
基
本
方
針
は

健
全
な
基
金
運
用
が
基
本
で
す　
　
（
町
長
）

岡﨑　邦博　議員

質
問

町
長

会
計
収
納
対
策
課
長

質
問

下
水
道
課
長

会
計
収
納
対
策
課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

会
計
収
納
対
策
課
長

会
計
収
納
対
策
課
長

会
計
収
納
対
策
課
長

国債など有価証券の状況は、取引残高報告書で報告されます

　
　

　

特集
遠
賀
川
架
橋
工
事
始
ま
る

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
と
も
に
、
鞍
手
町
の
都
市
基
盤

整
備
に
欠
か
せ
な
い
「
遠
賀
川
架
橋
」
の
工
事
が
、
平
成

20
年
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

橋脚工事が始まった河川敷（奥が鞍手町）架橋建設予定地
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新
年
に
あ
た
り
�
皆
さ
ま
方
に
は
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
�

　

町
議
会
は
�
町
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り
豊
か

で
�
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
�
さ

ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
�
ま
た
議
会
の
使
命

で
あ
る
行
政
の
監
視
を
町
民
の
立
場
に
立
�

て
行
�
て
い
き
ま
す
�

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
�

▼
新
年
は
人
の
心
を
新
た
に
す

る
と
と
も
に
、
一
年
の
計
を
立
て

る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
幸
多
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

▼
昨
年
は
世
界
的
な
金
融
危
機
に

よ
る
経
済
の
悪
化
の
た
め
、
苦
し

い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
が

増
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
皆
で
こ
の
困
難
を
乗
り

越
え
る
た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

▼
議
会
だ
よ
り
は
、「
正
し
く
、
速

く
、
分
か
り
や
す
く
」
内
容
を
お

伝
え
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
を
傍
聴
し
て

頂
き
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
毛
利　

喬
）

編

集

後

記

　
　 表紙の紹介

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

鞍
手
町
議
会
議
長

仲

野
　

守

発
行
責
任
者

　
　

議
会
議
長　

仲
野　
　

守

編
集
ス
タ
ッ
フ

　
　

委
員
長　
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　表紙の写真は、児童が試食用に
おにぎりを作っているところです。
　西川小学校では、１１月 9日、「西川フェスティバ
ル（学習発表会）」と保護者会主催の「西川コラボ」
を開催しました。ステージでは、各学年自分たちで
考えた出し物を発表、また教室ではおにぎりや手作
りせんべいの試食をしたり、ゲームコーナーで地域
の人たちと遊んだりと、楽しい時間をすごしました。

 　
　

　

公
金
横
領
事
件
を
考
え
る
と
、
ま
ず
元
職
員

の
上
司
は
、「
職
務
の
丸
な
げ
」
と
い
う
ほ
ど

の
職
務
怠
慢
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
に
監

査
委
員
が
適
正
に
事
務
を
遂
行
し
て
い
た
か
疑

問
で
す
。
さ
ら
に
は
、
議
会
の
行
政
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
が
働
い
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
者
の
町
民
に
対
す
る

賠
償
責
任
は
、
早
急
に
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
責
任
は
、
元
職
員
の
刑
事
事
件

と
は
別
の
も
の
で
す
。

　

今
後
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
大
不
況
に
対
処
す
る

た
め
、
行
政
、
議
会
は
全
力
を
挙
げ
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
切
に
要
望
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
事
件
に
時
間
を
要
す
る
時
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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行
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監
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、
議
会
の
町
民
に

対
す
る
賠
償
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は
早
急
に

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

次
回
は
、
3
月
議
会
で
す
。

  

受
付
は
、
当
日
議
会
事
務
局
で
行
い

ま
す
。 

不
明
な
点
は
、
お
尋
ね
下
さ
い
。

    　

議
会
事
務
局

４
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
） 


